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乏71 殺虫剤 の蓮食作用に関す る研究 (第二報)* 8a柑ol誘導体の pyp曲 pinsに封

す る協力作用について 1)0 1-卜山弘美 (京都大学化学研究折衷店前Jr.兜 整及び日本香料薬

品株式食紅研究執 碑声) 25･,8114 受迎o

殺虫剤の迎合作用 (jointaction)時 に協力作用

(syllergisticaction)に関する研究 (1･乳3･4)は従来断

桐 勺に報fJl.･されてrit:･るが棒に雅陵托こ於では敏枝に煎っ

て其の罪肘脚 こ入った感があるoうそ堰lのみならず最妃

は基閣或は我閥に放ても其の前妻性か認められ米問題

について研究がなさjl,てLY,-るO化学構造と協ソJrl三用と

の関除につい ては Haller等 2),Eagleson3〕及 び

Bill.ing等 4)の研究によりpyrethfinsに対する協力

剤とトで methylenedioxyphenyl基が必須条件なち

轟が堀船されて悟るが,之が確認dh-.びに側鎖及剛 勇的 ;.芸

の膨額等 safrol滞箇件の化学構造 と協力作TT-1の軌系

については葡基礎的研究を誹 し,多数の物質の試験に

よE)之を検討せねばならない覇は奴に窮一一報 (1)に於
で報倍せられた通 りであるので木報では光づ Table1

に掲げた pyrethrinsに対する凝虫協力作用物'襲'fとし

で有効と考へられる占物矧 こ既でこれ等の関稀を実験

的に明かにしようと考へ,pyrethrinsと混合しTable

2及びこiに示す様な8O境域 の濃姥組成を瓢にした供

開塾剤を作 り舟薬剤毎に供拭虫 100-200を和いで殺

Table

虫開放を行い,その醐 壬を B.lissの殺虫力毅読級に従

って訂]jL.LLて,不充分で畔あるが従来 とは則った知見

を得たので蓑に報-;(け る次雄であるO本籍験はlヨ下敷

に他の化学構造的に典味のある諸物矧 こついても迎琉

実施中であるので逐次猫衣して撤著の批判を仰ぎたい
と.臥ふO

築 磁

束 腰 材 料 :

供試昆虫 ; ナシ}/y パイムシ StephnnitisllEIShi

Esal(i･et.Takey'1.及びダイコンサ ル -ムシ Phaedorl

brassicaBALY･めヨ種を撰び,前栽は京大農学紬軍

津農場果樹園で,後者は高跳市Ii朋 ;の読図で採集した

ものを用いた｡ ′

け供試薬剤 :除虫jJldl結花粗粉を ethanol軌 とlLて

pyrethins0.220/oc/の桃川液を守凱 一方 Tab181に掲

げた棚 捕 物鷲の20Dに於ける 舶 % ethan可 (石油

変性)飽和溶液を作t), この両原液の必夢虫を94%

ethanol(弄制 変性)で適r畝こ稀釈して Tableヨ及び

コに試す様な 80種頬の濃艶批味の供筒薬剤を作ったo
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yu･ 出 糾 学 齢 16 離 ･

束 療 方 法 :

殺虫試験方法は上部に酢チ矧 l･賊 を和する祇筏 22

cm高さ45cm (内脊漬約 18･r日 )の肉r覇肝j'･lI捕打を

繍紙の上に音程き円筒内に供試昆虫を入れ,暁顕機で約

-1Ulbs･の加圧1･.に上告即日刊 ld板 中火の産経約2cmの

孔から1那古内に供閉演 1ccを噴毒し,鳴諦終了後砥

もにゴム栓なして窺'.野にし噴霧開始後一分間紹過した

後門給内の供詞虫醐 丈()出し,食糾燕及び缶水師を入

れた Pctl･jdish中に供託山の一定数を入れナシgllyパ

イムシは 24時畔変の,ダイ干 ソサ'Lハムシは 48時
間後のクビ加数を調べ殺虫準を求めた｡

弼 験 結 果 :

前記試験方班によl)得られた奇形朗 報のpyrethrins
波姥と紋出挙との関係を Abbottの式により補正を加

へで く無地理即 聞 虫数400取 掛 ヒ虫数6匹,生存

虫数 弧5%,controlg (Eは% cthanol石油変性)

供純血数,100T<,夢砂丘虫数0穫)哀訴するをTablc2,

3の様である｡

Table2･Sample.;Piperollylidcnacetophenon,Piperollylidennceton

Jnsect;ナシ}/yバイムS'(StephanitisnashiEsak,i･et.Taheya･)

I. ･Pl

ⅠⅠ. Pl
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Table3･Si･mPle;CinnamidcnacctophQnOn,PiperO1-.1plperOnylate.I
Pipcronylbenzoate,

Insect; ダイ コ -Jサ ル-ムシ (PhよedonbrassicnBALY)

Cinnamidenacetophenon H PiperonylplPerOnylatc PiperorlylbcnEOate

二二∴ _-:I-二 二sa,oP;Jonfi芸ade,fs-～mopro;laiIyLfpyrc;hrins闇
Ⅰ. PI So

Table2及び 3の実験結果の正確な比較を容易な を施してその同情方程式 Y==a+b(Ⅹ-Ⅹ)及びそれ

らしめる矧 こBliss6) に依って説かれた Probit畢位 に附偲する 2･3ぬ数伯を求めるとTable4の棒で

に依る殖藍致死率曲線 (D-M 曲線)一次変換の操作 ある｡

Table4.Summaryofdataofexperimentsfol･Varioussynergists･
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r;.I,: 爪 約 ･':::-､｢:1･-･ ;-･r:.

Y;=･lJlhlSi+LこmTrI(I -3,47的)

Yエイ4,'J川+1..】747(Ⅹ-加 1-23)

Y-4.fJOu4+9･0..3513(Ⅹ-2･:if)7;i)

Ynま･1771+O.tqipJ30(Ⅹ-21日11)

Yニご舶:i7Lq+()･SOf)O(Ⅹ-2"'3Lq57)

Y-LIJW)29+O.4444(Ⅹ-2.2373)

Y-4.2;川 +fHH(1)ヨ(Ⅹ-3･OGLq封

Y-LLfjL'朋+1,497iI)(Ⅹ-2･:iuST)
Y如 .r)5:与2+1.4140(Ⅹ⊥2.2LqO7)

Y=七･1.37O7+1..382‡)(･X-2,127(i)

※此の僻は Blissの鮎 卸こよ?では朱だ捺詞を馴 ーる の殺虫効果の1.I:蚊抽 1る矧 こ中黒 聖柁濃腔より中央当∫
値ではあるが此の舘弟によt)大体の傾向は判断川来る 丑を求めると次の Table5･6の様になるO

ので敢て富田試したO佃 TablC4の同情方程式より基

Tilble6･Medium equivalentofvarioussynergists,

Cinnnmidenncetophenon PiperonylpIPerOnylate

結 ■ 純

J:Aヒの生物拭晦娘快 からpiperonyl緑 nacetophe-

nc'ri及び pipcronylidenのCetOnは共に pyrethrins

に対して著しい殺虫協力醐 控 訳し何れもi･bl-2･0鰐

前後の効果を持つ尊が分ったO これは methylerledi-

o誓 基を持つ上に側鎚にこ取持舟とlketon基を揮っ
ためであろうO何となれば cinnamidenacetophcnon

が methyleJledioxyphenyl基を持たないにも拘らず

側鍬こ=濃緑合とketon基を縛っために僅かながら

効果のある軍から推論削 LるOこれ埠の諦供鈍重剤は

鞘 恥 対する肺肝断 機 めて僻やために pyrqthl'iqs

l74

Pipcronylben2;Oate

leTheaiiudnQIsJ Lcq7hu豊 e:t

1.000

1.186

1-032

1.021

に対しlT三悪の倍率を持つ基剤を槻 LtTf氷ず一様に200

飽和溶液として調当主窒したが卦 て厳軒に一億 倍率の致剤

について乗除aNる必要があるO
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B坤 的 3°7(10三3tr:.b); J･coolent,28,tl'4G

(1日35C);Qllart･J･Phal̀maCOl,ll,1tは (110･.jR)

;sotlP,15,10;3(10･'-i9)

Rasunla

InordertoestimatethesynerglSticactionoFsa-

fl･Oldel･ivntivcsWithpyl･ethrins'theauthorstudied

hsecticidaleffectsofpiperonylidenncetophenon,

pIPel･OnylidcnacetonlCinnamidenacetophenon,pl･

pel･OnylpIPerOnylatcand pipert"ylbenzo.～teV･

Thcsaturatedsubstancesofabove5samplesin

的%ethanOl(200)areaddedtostandardpyrethrins

ethanolsolution(totalpyrethrins,oof,O･001{),00030,

0.0()GOand().O12O)on theratiooE1:1;1:ヨand

2:1..

IccofeachsolutionsissprEIyedinaglasscy-

linder(22cm dja,rneterx45cm･high),containing

insects.(StcphanitisnashiEaskietTakeyaand

単 筋 ユ.r3批

PhncdonblEISSicaT3ALY)IELftel･1mirlutCtheiltSeCtLq

ill･etaken Outfrom cylinder. Themorhlities

(Abbott'sf｡1lmula)showzlintable2and;与I Based

onthethcoretic'llprlZIClpalofthelinertransfol･-

mationofdosage-mortalitv curvedcvc'Opedby

miss,theequation f()reachl･egl･eSSi()nlinewas

calculatcd(table4)･ThevaluesoflT聖indic王ItCthe

ngreementshetwecnobservationsandeomputedl

curves･ Toshow thecompaltativeeLfectivcness

cxactly,them 占dium leth王11dosesarccalcurated.

(fable5)･

From thesercsuI亡sitmaybeconcludedthat

pIPCrOnylidenilCetoi,he主10nandpipel･OrlylideT1,1c c -

tonarenssynergis亡fol･pyrethrins,1･.Sit-2･Otimes

asefぎcctiveaspyl･Cthri11Sollly･nodpiperPnylbe･

n216ate ilnd cinnamiden acetophcnorlal紬 have

somesynergiSticaction.

TheControlofRip,eWeevi l.(CaZ̀川draory方舟eL･)by BenzeneEexachlol･ideI.

MinoruNAKAErMAandTatuoOKU- (LaboratoryofAg.riculturalChemicals,KyotoUniversity)
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98･ BEG に依る敷象防除 に関す る研究 Ⅰ.

25･S.16 変哩o I
弓

我問に於で群衆帯出の中敷も碑･iE3-の大きいものは額

象新であるO米穀史でも毎年 1.00万石以上は蝕害され ･

ると推許されて厨るC更に変数,豆類等の受ける被紫を

考えれば釈 尊に依 り毎年田轄戟物が競る被害は誠に

甚大セあるOこれ濠で米菓案出の防除法に就て橿 k研

究されて居るが現在行われi:ET巧･る方法は専らクロール

ピクリンに依る瓦斯煩轟であるo然し比の方法の大き

い欠点は.この瓦斯が人覇に対しても有毒であり,その

瀬扱いが非脚 こ不位である上に先金に舞問の出来る倉

庫等でなけ緑 3潤 蒸し掛 ＼ため,農村や嗣 子の各家庭

で手軽に行 う舶 ま出来ないO従って虫家では教典に対

して適切簡軍な防除法はなく,師 こよっては防虫寄港

.等を用いて居るが之とても手数や盈和がかゝり完全で

はなく,呼に 1.-2割程度の被韓を受けでも仕方がな

いと諦めて居る現状セあるO元締 数寄虫の跳除は,

食膳 歩で己に発pJ-1三した饗象を憾蒸して更にその被害の

拡大するのを防ぐのも良いが煙幕迄に己に可成の蝕害

を受けて取る軍が多いから農家で未熱に之を行 うのが

像も蛮ましい｡従らて極めて葡掛こ且つ依麻で楳令え

ー機の域はづ一･Q耕 土対してでも漆易に行い得も防除

法が野望されるのであるO

私琴まBHCγ称が非脚 こ稀薄な嘩噂でも容易に

中島稔,大久保達雄 (京都大学段塾化学研究室)

毅象を殺しその際常数は彼趣を拡げて死ぬと云 う特鼠

な強力な殺威力を有する餌を瓢軌 更 に BHC),柿

は安定であるが揮発U易く慣蒸剤としての性群も敢ね

具えて屠る瓜 こ筋目L Bf-rC七伐る楽観防除試験を

昨年から農家に放て行った所極め1こ溝足す可き紳巣をI
収めたOを･こで範に研兜や可き瓜は多々あるけれども

脚 紘 ず現在迄に由た細葉を報貯して本年度の銅 機

に対して全閉に亙 り川氷る丈多数の許胎をして戴ぎ姥

いと念隅してこの不備な実験結果を敢て邦表して拙者

の批判を仰ぐ攻節である｡

▲ 采 1 防

B即 の棒由 : BHCは合成戯華として我閥では

現羅削 有望なもめ噛 り,･昨棚 ウtf那抑 こ素暗

しい効果を表わしたが合成の際の不純物から乗る臭気

はその段も大きい欠点を即 して屠る0時にJ閥 輩虫の

脚蜘こ位相する場合はこの点が液も間鞄 となるが私連

は BHCのコ三業動格を滑剤でF.捜望し γ体の禽蛍が5日

⊥60,0/撒 据わ BHCを造ったO勿論 Liuda'3eくフ㌧休

合蕊 fJ臼プbJ臥Il.)の如き i･体合致の高 い製 品樺掛 ､

がそれ程 γ体を純粋にしなくても,この .1ヨ的 には充

分であり慣梅等の戊から云 つでも凝気さへ戯 ければ

㈹'ob爾後で充分である占 こq渦 動こ粕興した BHC

lTi-?


